
危機管理・健康福祉常任委員会  議事次第  

 

 

令和７年８月 19日（火） 

午 後 １ 時 3 0 分 ～  

於 ： 第 ５ 委 員 会 室  

 

 

１  開   会  

 

 

 

２  所管事項の調査  

 

「医療的ケアを必要とする方とその家族への支援について」  

    参考人：京都の医療的ケアを考える会（ＫＩＣＫ）  

        副会長  辻  真一  氏   

 

 

 

３  そ  の  他  

 

 

 

４  閉   会  

 

 

 



危機管理監
（危機管理部長兼務）

南 本 尚 司 健康福祉部長 井 原 正 裕

副危機管理監
（危機管理部副部長兼務）

坂 根 久 尚 健康福祉部保健医療対策監 奥 田 司

危機管理監付企画参事 万 所 ル ミ
健康福祉部副部長
（総括・総務担当）

南 部 慎 一

危機管理監付企画参事 福 井 克 実
健康福祉部副部長
（地域包括担当）

安 原 孝 啓

※
健康福祉部副部長（子育て・福祉担当）
(こども・子育て総合支援室長兼務）

大 島 史 也

健康福祉部副部長
（健康担当）

十 倉 孝 之

危機管理部防災監 澤 熊 輝 力
健康福祉部理事
（薬務課長事務取扱）

橘 昌 利

危機管理部理事
（災害対策課長事務取扱）

山 本 健 一 こども・子育て総合支援室企画参事 西 田 一 慶

危機管理総務課長 西 山 宜 昌 健康福祉総務課長 村 上 哲 司

原子力防災課長 古 橋 勝 也 健康福祉総務課参事 藤 原 秀 太

消防保安課長 齊 藤 整 健康福祉総務課参事 原 圭太朗

高齢者支援課長 松 尾 治 樹

医療保険政策課長 東 原 勲

リハビリテーション支援センター長 近 藤 正 樹

地域福祉推進課長 宮 村 匡 彦

障害者支援課長 岩 田 高 明

家庭・青少年支援課長 一 色 恭 行

健康対策課長 戸 田 英 和

医療課長 古 川 浩 気

（ 計 28 名 ）

※　新任理事者

危機管理・健康福祉常任委員会　出席要求理事者名簿

【健康福祉部】【危機管理監】

【危機管理部】



健康福祉部副部長（子育て・福祉担当）
(こども・子育て総合支援室長兼務）

大 島 史 也

こども・子育て総合支援室企画参事 西 田 一 慶

健康福祉総務課長 村 上 哲 司

障害者支援課長 岩 田 高 明

障害者支援課参事 大 同 裕 子

健康対策課長 戸 田 英 和

（ 計 6 名 ）

危機管理・健康福祉常任委員会　出席要求理事者名簿
（８月19日）

【健康福祉部】



令和７年度８月閉会中常任委員会

令和７年８月19日
京都府健康福祉部

医療的ケアを必要とする方とその家族への支援について



出典：こども家庭庁HP １



丹後 6人

中丹西 11人

中丹東 23人

南丹 17人

京都市 173人

乙訓 18人

山城南 35人

丹後医療圏

中丹医療圏

南丹医療圏

京都・乙訓医療圏

山城北 35人

山城南医療圏

山城北医療圏

※小児慢性特定疾病申請をもとにした調査による
京都府及び京都市が把握した人数

京都府における医療的ケアを必要とする在宅療養児数
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２



開設日 令和４年４月２５日

場所 京都府庁１号館４階 障害者支援課内

相談
受付

平日 午前９時から午後４時まで
（祝日及び年末年始除く）

＜専用☎075-414-5120＞

組織
体制

センター長 ：健康福祉部長
副センター長：健康福祉部副部長
事務局員 ：専属看護師

障害者支援課職員

• 社会資源等の情報提供

•適切な関係機関への紹介

医療的ケア児等からの
相談への支援

• 好事例や最新施策の発信

•研修や事例検討

関係機関、従事者への
情報提供及び研修

•関係機関の連絡調整

•医療的ケア児等コーディネーターとの連携

関係機関等との

連絡調整

業務内容

京都府医療的ケア児等支援センター 「ことのわ」

３



【医療的ケアの内容 年代別割合（複数回答）】

【利用したいサービス（複数回答）】

⇒ショートステイの利用希望が最も多い

・日常の医療的ケアの中で、人工呼吸器、たん
吸引器、酸素濃縮器など電源を必要とする機
器を利用されていることが多い。

京都府医療的ケア児者及び重症心身障害児者基本情報調査結果概要 令和５年１月～４月

・0～3歳の乳児期では、酸素療法の割合が48.1%
と最も高く、次いで経鼻栄養が40.4％と高い

・４歳以上の幼児期・小学生期・中学生期・高
校生期で、口鼻吸引の割合が50.０%～73.3％
と最も高く、次いで胃瘻が41.7%～50%と高い

４



全体（313名）
1～3歳

n=52

4～6歳

n=45

7～12歳

n=63

13～15歳

n=24

16～18歳

n=36

19歳以上

n=93

合計

n=313

就労している 8 21 26 14 16 31 116

割合 15.3% 46.7% 41.3% 58.0% 44.0% 33.3% 37.1%

今後就労予定 9 2 6 0 1 1 19

割合 17.3% 4.4% 9.5% 0.0% 2.8% 1.1% 6.1%

預け先があれば就労したい 26 15 17 2 11 6 77

割合 50.0% 33.3% 27.0% 8.3% 30.6% 6.5% 24.6%

就労希望なし 5 6 11 3 7 35 67

割合 9.6% 13.3% 1.5% 12.5% 19.4% 37.6% 21.4%

無回答 4 1 4 4 1 20 34

割合 7.7% 2.2% 6.3% 16.7% 2.8% 21.5% 10.8%

【在宅での主な育児者・介護者 (複数回答）】 【主な育児者・介護者の就労状況と年代別人数及び割合】

・特に乳幼児の保護者では「預け先があれば就労し
たい」との希望が多い（将来の経済面の不安など
も大きい）

・18歳未満・18歳以上ともに主な育児者・
介護者は母親である
そのうち66.7％は「母親のみ」が育児
者・介護者である

京都府医療的ケア児者及び重症心身障害児者基本情報調査結果概要 令和５年１月～４月

５

18歳未満
(n=208)

割合
18歳以上
(n=105)

割合

母親
（そのうち母親のみ）

199 95.7% 91 86.7%

144 69.2% 70 66.7%

父親
（そのうち父親のみ）

55 26.4% 22 21.0%

2 1.0% 3 2.9%

祖父母
（そのうち祖父母の

み）

11 5.3% 3 2.9%

1 0.5% 2 1.9%

その他（姉・妹
等）

0 0.0% 5 4.8%

無回答 5 2.4% 9 8.6%

ひとり親家庭 15 7.2% 32 30.5%

きょうだいがいない
家庭

60 28.8% 61 58.1%



【困っていること、将来に向けて不安なこと(複数回答）】

・18歳未満・18歳以上いずれも「福祉制度・サービスに関すること」が最も多く、
特にショートステイやレスパイトの利用、成人移行後の生活介護、グループホー
ムに関することなど、全年齢で預け先の希望が多かった

・急病・急用の場合のほか「災害時の対応」への不安もあった

（件）

京都府医療的ケア児者及び重症心身障害児者基本情報調査結果概要 令和５年１月～４月

６


